
（別紙４）

～ 令和8年　3月10　日

（対象者数） 7 （回答者数） 5

～ 令和8年3月　20日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和8年　3月　10日

（対象数） 5 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先で相談を受けた際、必要に応じて福祉に繋げられるよ

うな話が出来るようにしていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域の相談支援専門員とも連携して、より必要性の高いケー

スから支援を入れていけるようにしていく必要がある。どの

段階で訪問を終了するかの見極めが必要になっていく。ニー

ズに合った専門的な支援ができる職員の確保。職員教育に力

を入れていく。

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問が出来る職員が少ない為、今後利用者が多くなってきた際

に、訪問が難しくなる。

訪問先のニーズに対して専門的な支援ができる職員の人員不

足、職員の支援の質の向上に向けた職員教育が必要。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

児童に長年携わりをしている作業療法士が対応に当たってい

る。わかりやすく、丁寧に接することで訪問先での良い評価を

頂くことが出来ている。親御さんのとの振り返りの中で、ご家

族の困り事を聞き出すことが出来、支援に繋げることが出来て

いる。

訪問先の状況に合わせ、訪問時間や支援の仕方をその都度調整

している。ご家族との面談についても、家庭の中の困りごとだ

けでなく、福祉、医療、教育などの機関連携や社会資源の紹介

なども行っている。

。

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年　2月　20日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　3月　30日

○事業所名 くみちゃんハウス

○保護者評価実施期間 令和8年2月20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年2月　20日

事業所における自己評価総括表公表


